
SDGs ひろばSDGs ひろば
市内の企業、団体、学校などによるSDGsの取組を紹介するコーナーです。市内の企業、団体、学校などによるSDGsの取組を紹介するコーナーです。 政策企画課　☎23・5112政策企画課　☎23・5112
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上田ビジョン研究会
人口減少・高齢化、公共インフラ老朽化、まちのスポンジ化・スプロール化…
わたしたちの大好きな上田は大丈夫？なんとかしたい！と市民有志が
集まって2021年より「上田リバース会議」を連続開催。「リバース」とは逆転の
Reverseと再生のRebirthをかけています。これまでに約20回、延べ2,500人
以上が参加。市民、行政職員、民間企業、議員、大学生、高校生が立場の
垣根を越えた対話と学びから、共感と行動の輪を広げてきました。上田
市の地球温暖化対策計画や都市計画、交通政策なども取り上げ、交通を
軸として地域を豊かにする「交通まちづくり」は環境省脱炭素先行地域の
選定につながりました。魅力あるまちなかをつくる「まちなかデザイン会議」
も始めています。
今後も、住み続
けられる上田を
目指して取組を
継続していきます。

本コーナーでの取組紹
介を希望する企業、団体、
学校などを募集します。
詳しくは市ホームペー
ジをご覧ください。 市ホームページ

該当するゴール

上田ビジョン研究会
ホームページ

上田リバース会議の様子

広報うえだ　2024.5広報うえだ　2024.5 20

子育て情報子育て情報
乳幼児健診の日時は、健診日の１～
２か月前に郵送でお知らせします。
※ 上田地域の10か月児対象の個別健診は、

通知はありません。各医療機関へお問い
合わせください。

保健ごよみ

講師：阿部久美氏（あべ母乳子育て相談室）
演題：お母さんの心と体の健康
　　 ～産前産後のケアを通じて ～

「小・中学生」ワークショップ 「高校生」のワークショップ

支給額

●第１子出生児１人 １万円
●第２子出生児１人 ３万円
●第３子以降出生児１人につき ５万円

市は令和５年７月18日に『こどもまんなか応援サポーター宣言』を行いました。
こどもは社会の希望、未来をつくる力です。市は、すべてのこどもが笑顔で
しあわせに暮らせることを強く願い、「子どもの成長を支える」「親の子育てを
支える」「地域全体で子育てを支える」の３つの視点で、安心して子育てできる
支援に取り組んでまいります。

こどもまんなか社会に向けて

こども家庭庁が揚げる、こどもや若者にとってよいことは何かを考え、自分でできるアクションを実践して

いくという趣旨に賛同した、企業・個人・自治体などを「こどもまんなか応援サポーター」と呼んでいます。

「こどもまんなか応援サポーター」とは

「第３次上田市子ども・子育て支援事業計画※」策定に向けた
子育て世代などへのアンケート調査や子どもを含めたワーク
ショップを実施し、市民の皆さんの声をお聞きしました。

※ 第３次上田市子ども・子育て支援事業
計画（令和７年度からの５か年計画）

　 保育や教育、家庭や地域での子育て
支援事業についての計画

上田市こどもまんなか社会の実現に
向けた講演会 （令和６年３月17日㈰開催）

子育ての大変さが語られる昨今、その実態を学ぶ機会と
して、幅広い年齢層の市民や母子保健・児童福祉関係
者への講演会を開催しました。

新たな命の誕生に対するお祝いの意味を込めたものと
同時に、上田市の特徴である第二子以降の出生数の伸び
悩みの状況などを捉え、魅力ある都市として、子育て
世 代 か ら 選 ば れ る ま ち に つ な げ る こ と を 目 的 と し、
令和５年４月から上田市出産祝金を開始しました。

上田市出産祝金

広報うえだ　2024.5広報うえだ　2024.521


